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月
　
定
　
例
　
会 
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平
成
26
年
第
２
回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４

日
か
ら
14
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
係
る
議
会
の
議

決
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
奨
学
金
貸
与
条
例

の
改
正
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
、
企
業
会
計
当
初
予
算
な
ど
、
村
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
21
議
案
を
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
、
福
祉
、

防
災
、
観
光
、
子
育
て
、
地
域
政
策
な
ど
、
村

政
に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

○一般会計
　4,０１１万２,０００円を追加し、

総額を３９億５６８万７,０００円とする。

　・固　定　資　産　税　　　　　　　 ５９０万円 
　・た 　 ば 　 こ 　 税　　　　　　　 ５００万円 
　・国　庫　補　助　金　　　　　　　 ８４３万円 
　・県 　 補 　 助 　 金　　　　　　　 ５１２万円 
　・財 産 売 払 収 入　　　　　　　 ６２６万円 
　・村　　　　　　　債　　　　　　　 ３００万円

　・後期高齢者医療費　　　　　　 △７７８万円 
　・弥彦公園整備工事費　　　　　　２,１００万円 
　・予 　 　 備 　 　 費　　　　　　２,９９７万円

　年度内に完了することが難しいため予算を26年度に繰

り越すもの。

　・子 育 て 支 援 事 業　　　　　　　 ８４０万円 
　・地 籍 調 査 事 業　　　　　　　 １２１万円 
　・弥彦公園整備事業　　　　　　２,１００万円
 
○国民健康保険特別会計

　１億６８８万５,０００円を減額し、

総額を７億９,５６２万２,０００円とする。

 
○介護保険特別会計

　５６万７,０００円を追加し、

総額を８億９２１万４,０００円とする。 
 
○競輪事業特別会計

　５８８万７,０００円を減額し、

総額を１５１億４,８２５万３,０００円とする。

 
○温泉事業特別会計

　１１５万円を追加し、

総額を２,６８８万９,０００円とする。

 
○特定環境保全公共下水道会計

　資本的支出に、１４万５,０００円を追加し、

既決予定額を３億８,５９５万５,０００円とする。

平成25年度補正予算 

歳入の主なもの 

歳出の主なもの 

繰 越 明 許 費 

○
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
係
る
議
会
の
議
決
に
関
す
る
条
例

○
奨
学
金
貸
与
条
例

○
温
泉
条
例
　
○
下
水
道
条
例
　
○
水
道
条
例

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
条
例

○
自
転
車
競
走
実
施
条
例

3
　
月
　
定
　
例
　
会 
3
　
月
　
定
　
例
　
会 

3月4日 
 
　14日 
〜 

条
例
制
定 

条
例
の
一
部
改
正 

3月定例会で決まったこと 3月定例会で決まったこと 
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収 益 的 収 入  
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

２億３,１５５万円

２億�　５４５万円

３,０００万円

２億�　３１８万円

（���１,０２３万円�増�）

（����△４９７万円�減�）

（�△１,０００万円�減�）

（���　�９０７万円�増�）

平成２６年度当初予算 平成２６年度当初予算 平成２６年度当初予算 
一 般 会 計 予 算 

特 別 会 計 予 算 

企 業 会 計 予 算 

３７億２,０００万円（1億2,000万円、3.3％増）　�※（　）前年度比

 【　歳　　入　】 

（�3,000万円�増�）

（�1,910万円�増�）

��

（�△�5,485万円�減�）

（�△�480万円�減�）

１２億８,６００万円

�

３億７,１００万円

４億２,９０５万円

��

１億５,６７０万円

○ 地方交付税 
     
○ 地　方　債  
     
○ 国県支出金 
     
○ そ　の　他 

○村　　　税   
  
○繰　入　金   
     
○繰　越　金  
     
○そ　の　他  

９億２,１１０万円

����

１憶８,６１６万円

����

８,０００万円

����

２億８,９９９万円

（�△295万円�減�）

（�1億3,425万円�増�）

����

（�前年度と同額�）

����

�（�△75万円�減�）

依 存 財 源���≪全体の６０．３％≫ 自 主 財 源���≪全体の３９．７％≫

 【　歳　　出　】 構成比�

○ 議　会　費  
○ 総　務　費  
○ 民　生　費  
○ 衛　生　費  
○ 労　働　費  
○ 農林水産業費 
○ 商　工　費  
○ 土　木　費  
○ 消　防　費  
○ 教　育　費  
○ 災害復旧費  
○ 公　債　費  
○ 諸 支 出 金  
○ 予　備　費  

（��������　　１万円、０.０２％�増�）

（�����５,３８７万円、１６.３％�増�）

（���△２,１８１万円、　２.３％�減�）

（���△１,３１３万円、　４.９％�減�）�

（���△１,４０２万円、４９.７％�減�）

（��　��△８６８万円、　５.０％�減�）

（�����１,０５５万円、　４.６％�増�）

（���△７,０７５万円、１０.０％�減�）

（�　��１,２４７万円、　５.０％�増�）�

（�１億４,９４１万円、５１.２％�増�）

（��������△７５万円、４２.９％�減�）

（�����２,１９７万円、　７.０％�増�）

（������　　　���前�年�度�と�同�額�）

（����������８６万円、２８.６％�増�）

１.９％

１０.３％

２４.６％

６.９％

０.４％

４.４％

６.４％

１７.０％

７.１％

１１.９％

０.０％

９.０％

０.０％

０.１％

�※（　）前年度比

�※（　）前年度比

○ 国民健康保険特別会計 

○ 後期高齢者医療特別会計 

○ 介 護 保 険 特 別 会 計  

○ 競 輪 事 業 特 別 会 計 

○ 温 泉 事 業 特 別 会 計 

８億１,２００万円

６,５００万円

７億９,８００万円

１４９億７,０００万円

２,５００万円

（�△３,７００万円、４.４％�減�）

（����　３５０万円、５.７％�増�）

（�　���４００万円、０.５％�増�）

（���　�　△５億円、３.２％�減�）�

（�　���前　年　度　と　同　額�）

○ 水 道 事 業 会 計 

○ 下水道事業会計 

６,９６８万円

３億８,３７５万円

９億１,６２５万円

２億５,５９８万円

１,４１８万円

１億６,３３７万円

２億３,７８９万円

６億３,４３０万円

２億６,３５９万円

４億４,１３０万円

１００万円

３億３,４６３万円

２１万円

３８７万円

収 益 的 収 入  
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

５億３,７２０万円

５億　�４８４万円

７,８３０万円

３億１,９３８万円

（���７,８４３万円�増�）�

（���５,８４２万円�増�）�

（�△７,７５０万円�減�）

（�△６,６４３万円�減�）
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総 括 質 疑 

   

駐
車
場
使
用
料 

　
減
額
の
理
由
は 

 

阿
部
議
員
　
駅
前
駐

車
場
の
利
用
者
が
減

っ
た
の
は
、
観
光
案

内
所
の
移
転
と
関
係

が
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
利

用
者
が
旧
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
駐
車
場
に
集
中

し
た
た
め
で
、
相
対

的
な
台
数
は
増
加
し

て
い
る
。

阿
部
議
員
　
旧
案
内
所
の
今
後
の

活
用
計
画
は
。

産
業
振
興
課
長
　
現
在
、
具
体
的

な
計
画
は
無
い
。
取
り
壊
し
も
視

野
に
入
れ
、
有
効
な
活
用
方
法
を

検
討
し
た
い
。

  

高
齢
者
福
祉
施
設
費

 

小
熊
議
員
　
96
万
６
０
０
０
円
減

額
の
内
容
は
。

住
民
福
祉
課
長
　
観
山
荘
の
一
部

解
体
工
事
を
延
期
し
た
も
の
。

              

  

子
宮
頚
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン   

　
　
　
接
種
委
託
料
減
額 

 

志
田
議
員
　
60
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、
副
作
用
が
あ
っ
た

か
ら
予
防
接
種
を
し
な
か
っ
た
の

か
、
対
象
者
が
見
込
み
よ
り
少
な

か
っ
た
の
か
。

住
民
福
祉
課
長
　
弥
彦
村
で
は
１

件
も
無
か
っ
た
が
、
全
国
的
に
は

か
な
り
の
人
に
副
作
用
が
あ
り
、

国
か
ら
積
極
的
な
勧
奨
を
避
け
る

よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
対
象
者
は

42
人
い
た
が
、
接
種
を
受
け
た
の

は
14
人
で
あ
る
。

   

入
湯
税
の
見
直
し
は

 

阿
部
議
員
　
本
村
の
入
湯
税
は
、

宿
泊
の
場
合
１
５
０
円
、
日
帰
り

は
60
円
で
あ
る
が
、
県
内
他
市
町

村
の
状
況
と
、
今
後
税
額
の
見
直

し
の
考
え
は
。

税
務
課
長
　
宿
泊
は
、

１
５
０
円
が
主
流
で

あ
る
。
日
帰
り
は
、

温
泉
の
あ
る
25
市
町

村
の
う
ち
、
宿
泊
と

同
額
の
１
５
０
円
が

９
市
町
村
、
１
０
０

円
が
10
町
村
、
50
円

が
５
市
町
村
、
60
円

と
し
て
い
る
の
は
弥

彦
村
だ
け
で
あ
る
。

村
長
　
現
在
の
税
額

決
定
に
は
、
旅
館
組

合
と
か
な
り
の
議
論

が
あ
っ
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
組
合
の
意
見
も
聞
い

て
み
た
い
。

  

琴
平
町
で 

　
　
　
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト

 

武
石
議
員
　
総
務
費
の
臨
時
バ
ス

運
行
委
託
料
の
う
ち
、
50
万
円
は
、

琴
平
町
で
の
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト
へ

村
民
を
派
遣
す
る
費
用
と
説
明
が

あ
っ
た
が
、
参
加
者
を
ど
の
よ
う

に
選
任
す
る
の
か
。
ま
た
そ
の
人

数
は
。

村
長
　
昨
年
の
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、

住
民
の
方
々
か
ら
、
金
毘
羅
さ
ん

に
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
の
声
が
あ
っ

た
。
村
で
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、

宿
泊
費
と
昼
食
代
は
参
加
者
か
ら

負
担
し
て
い
た
だ
く
。
国
際
グ
ル

メ
グ
ラ
ン
プ
リ
と
重
な
っ
た
が
、

調
整
し
て
ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
大
型
バ
ス

１
台
で
、
30
人
か
ら
35
人
く
ら
い

と
考
え
て
い
る
。

総 括 
質 疑 
3月6日 

平
成
25
年
度
補
正
予
算 

平
成
26
年
度
当
初
予
算 

旧 観 光 案 内 所 の 活 用 は

門前町サミット� i n�弥彦



 
社
会
福
祉
協
議
会
の 

　
　
　
　
人
件
費

 

本
多
議
員
　
３
６
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

村
の
職
員
が
出
向
す
る

の
か
。

村
長
　
村
の
職
員
で
兼

任
し
て
い
た
が
、
新
た

に
事
務
局
長
を
選
任
し

て
対
応
し
た
い
。

  

半
日
ド
ッ
ク
実
施

 

安
達
議
員
　
各
種
が
ん

検
診
で
、
半
日
ド
ッ
ク

を
試
験
的
に
実
施
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
日
ド

ッ
ク
と
半
日
ド
ッ
ク
の
違
い
は
。

住
民
福
祉
課
長
　
特
定
健
診
、
胃

が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
な
ど
の
各

種
検
診
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
何

日
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

受
診
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
特

定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
を
一
度

に
実
施
す
る
と
い
う
検
診
を
半
日

間
で
行
う
も
の
が
半
日
ド
ッ
ク
。�

�                       

国
際
ご
当
地
グ
ル
メ
開
催
　

　
　
負
担
金
６
０
０
万
円 

 

阿
部
議
員
　
開
催
に
向
け
て
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

産
業
振
興
課
長
　
４
月
初
め
第
１

回
目
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

出
店
者
募
集
と
委
託
業
者
の
公
募

を
行
う
。
５
月
後
半
に
は
委
託
業

　
　
　
　
者
を
決
定
し
、
会
場
等

　
　
　
　
の
運
営
を
指
示
す
る
。

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
は
、
名

　
　
　
　
誉
会
長
に
県
知
事
、
会

　
　
　
　
長
に
村
長
、
委
員
に
は

　
　
　
　
県
観
光
局
長
、
三
条
振

　
　
　
　
興
局
と
地
元
の
観
光
協

　
　
　
　
会
、
商
工
会
の
会
長
、

　
　
　
　
さ
ら
に
、
寺
泊
・
岩
室

　
　
　
　
・
燕
市
の
商
工
観
光
関

　
　
　
　
係
者
の
20
名
前
後
で
構

　
　
　
　
成
し
た
い
。

　
　
　
　
阿
部
議
員
　
集
客
人
数

　
　
　
　
の
見
込
み
は
。
ま
た
、

　
　
　
　
駐
車
場
の
確
保
と
、
開

　
　
　
　
催
に
対
応
す
る
人
員
の

　
　
　
　
数
は
。

産
業
振
興
課
長
　
２
日
間
で
６
万

５
０
０
０
人
以
上
の
集
客
を
見
込

ん
で
い
る
。
競
輪
場
の
駐
車
場
に

加
え
、
役
場
、
小
・
中
学
校
の
駐

車
場
の
利
用
も
検
討
す
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
１
０
０
人
程
度
を

確
保
し
た
い
。

阿
部
議
員
　
柏
崎
で
は
、
中
・
高

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、

手
伝
っ
た
と
聞
く
が
。

教
育
長
　
中
学
生
が
地
域
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
。

ぜ
ひ
呼
び
か
け
た
い
。

 

門
前
町
特
産
品
サ
ミ
ッ
ト 

 

阿
部
議
員
　
開
催
の
時
期
と
期
間

は
。
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
規
模

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

副
村
長
　
菊
ま
つ
り
期
間
中
の
11

月
初
旬
に
２
・
３
日
間
、
第
２
回

特
産
品
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
計
画
し

て
い
る
。

　
多
数
の
出
店
者
を
確
保
し
た
い
。

極
力
、
弥
彦
に
来
て
直
接
、
出
店

・
販
売
を
し
て
ほ
し
い
。

⑤��やひこ議会だより

総 括 質 疑 

国際ご当地グルメグランプリ　第１回実行委員会

門 前 町 特 産 品 サ ミ ッ ト
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イ
カ
メ
ン
チ
販
売
保
温
庫

 

赤
川
議
員
　
イ
カ
メ
ン
チ
販
売
保

温
庫
は
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

管
理
は
ど
う
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
ヤ
ホ
ー
ル
内
で

常
時
販
売
で
き
る
体
制
を
と
り
た

い
。
管
理
は
ヤ
ホ
ー
ル
の
管
理
委

託
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な

る
。

　
村
営
住
宅
の
修
繕
は

 

本
多
議
員
　
村
営
住
宅
は
、
年
々

維
持
修
繕
費
が
か
さ
む
と
思
う
。

平
成
24
年
度
に
弥
彦
村
公
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
計
画
の
公
表
と
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

建
設
企
業
課
長
　
経
年
劣
化
に
対

応
す
る
た
め
、
今
ま
で
の
よ
う
な

事
後
保
全
の
対
処
療
法
的
な
管
理

か
ら
、
予
防
保
全
に
よ
る
計
画
的

な
維
持
管
理
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
更
新
コ
ス
ト
の
削
減
の
た
め

策
定
し
た
。

　
長
寿
命
化
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

住
宅
状
況
、
財
政
、
必
要
性
を
検

討
し
て
建
て
替
え
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
計
画
に
つ
い
て
は
公

表
し
た
い
。

 

　
消
火
栓
の
総
数
と 

　
　
　
　
　
取
り
扱
い
は

 

小
熊
議
員
　
消
火
栓
更
新
工
事
費

３
７
８
万
円
は
消
火
栓
５
基
の
更

新
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
村
内
の

総
数
と
今
後
更
新
が
必
要
な
消
火

栓
は
何
基
あ
る
の
か
。

　
自
主
防
災
組
織
で
消
火
栓
を
使

っ
た
訓
練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
消
火
栓
の
総
数
は
、

３
０
０
カ
所
で
、
22
基
の
更
新
が

必
要
で
あ
る
。

　
消
火
栓
訓
練
は
危
険
が
伴
う
た

め
消
防
団
員
に
依
頼
す
る
。

    

区
長
に
も 

　
　
防
災
服
を

 

小
熊
議
員
　
災
害

時
、
各
避
難
場
所

の
責
任
者
（
区
長

等
）
も
防
災
服
を

支
給
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
今
年

度
の
予
算
に
入
っ

て
い
な
い
が
検
討

し
た
い
。

    

災
害
避
難
所
表
示

 

赤
川
議
員
　
看
板
の
設
置
場
所
は

ど
こ
か
。
１
２
９
万
６
０
０
０
円

で
何
カ
所
設
置
で
き
る
か
。

総
務
課
長
　
地
域
の
公
会
堂
、
集

落
セ
ン
タ
ー
等
で
20
カ
所
、
公
共

施
設
等
で
変
更
の
あ
っ
た
所
も
考

え
て
い
る
。

  

               

　
給
食
室
ド
ラ
イ
化

 

赤
川
議
員
　
小
学
校
給
食
室
の
ド

ラ
イ
化
工
事
中
は
、
家
庭
か
ら
弁

当
持
参
と
の
こ
と
だ
が
、
３
〜
４

カ
月
間
は
大
変
だ
と
思
う
。
保
護

者
に
対
し
て
の
説
明
は
。

教
育
長
　
４
月
下
旬
に
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
説
明
を
す
る
。
ま

た
、
文
書
を
全
家
庭
に
配
布
し
た

い
。
弁
当
の
レ
シ
ピ
も
紹
介
し
た

い
。

老朽化した村営住宅（大石原団地）

ド ラ イ 化 工 事 中 は 弁 当 を 持 参



 
学
校
支
援
地
域
本
部
と
は

 

赤
川
議
員
　
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
む
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
学
校
支
援
地
域
本
部
を
設
置
す

る
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

教
育
長
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
設
け
、
学
校
と
地
域
の
人
た

ち
と
の
間
に
入
り
、
教
育
活
動
に

参
画
し
て
も
ら
う
体
制

を
作
る
。

  

文
化
会
館
管
理
費

 

本
多
議
員
　
文
化
会
館

機
械
室
の
電
気
配
線
工

事
費
２
０
８
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
。

教
育
課
長
　
地
下
機
械

室
に
浸
透
水
が
あ
り
、

一
部
配
線
を
天
井
配
線

に
す
る
も
の
。

本
多
議
員
　
旧
耐
震
基

準
で
建
設
さ
れ
た
建
物

は
、
平
成
27
年
末
ま
で

に
、
耐
震
診
断
を
し
、
県
に
報
告

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
村
内
の
対
象
物
件
お
よ
び
診

断
の
予
定
は
。

副
村
長
　
当
村
で
は
、
文
化
会
館

が
対
象
物
件
で
あ
る
。
国
に
お
い

て
も
耐
震
診
断
を
促
進
す
べ
く
、

補
助
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
で

予
算
経
緯
を
み
な
が
ら
、
早
々
に

対
応
し
た
い
。

                

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

 

安
達
議
員
　
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を

想
定
し
て
作
成
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
土
砂
災
害
に
は
、
地

す
べ
り
、
土
石
流
、
山
崩
れ
、
崖

崩
れ
等
が
あ
る
。

　
26
年
度
は
、
井
田
、
山
岸
、
山

崎
、
　
穴
地
区
で
、
急
傾
斜
の
あ�

�
�

　
　
　
　
　
る
地
域
を
予
定
し
て

　
　
　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
安
達
議
員
　
１
時
間

　
　
　
　
　
当
た
り
１
０
０
ミ
リ

　
　
　
　
　
を
超
え
る
大
雨
が
降

　
　
　
　
　
り
、
各
地
で
災
害
が

　
　
　
　
　
発
生
し
て
い
る
。
ゲ

　
　
　
　
　
リ
ラ
豪
雨
も
あ
る
と

　
　
　
　
　
い
う
想
定
で
、
ハ
ザ

　
　
　
　
　
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

　
　
　
　
　
し
て
は
。

　
　
　
　
　
総
務
課
長
　
平
成
20

　
　
　
　
　
年
に
作
成
し
た
ハ
ザ

　
　
　
　
　
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
や

　
　
　
　
　
や
強
い
雨
、
強
い
雨
、

　
　
　
　
　
激
し
い
雨
、
非
常
に

　
　
　
　
　
激
し
い
雨
、
猛
烈
な

雨
と
区
分
け
し
て
い
る
。

猛
烈
な
雨
が
一
番
雨
量
の

多
い
と
き
で
、
１
時
間
に

80
ミ
リ
以
上
と
い
う
想
定

を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
現
状
の
区

分
け
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
り
た
い
。

  

弥
彦
村
の
財
政
力
は

 

花
井
議
員
　
平
成
25
年
度

に
引
き
続
き
基
金
の
取
り

崩
し
、
村
債
の
発
行
に
よ

り
財
源
を
捻
出
し
て
い
る

が
、
弥
彦
村
の
財
政
力
が

低
下
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長
　
財
政
指
標
の

数
値
は
、
そ
の
年
の
財
政

状
況
や
国
の
制
度
に
も
影

響
を
受
け
る
。
決
算
剰
余

金
等
が
出
た
場
合
に
は
、

基
金
に
積
み
立
て
を
し
て

い
き
た
い
。

⑦��やひこ議会だより
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平
成
26
年
第
１
回
２
月
臨
時
会

が
、
２
月
５
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
補
正

予
算
１
案
件
、
規
約
変
更
１
案
件

を
原
案
ど
お
り
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
総
額
38
億
６
５
５
７
万
５
０
０

０
円
の
規
定
の
歳
出
を
組
み
替
え

る
。
・
公
有
財
産
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
１
万
円

　
（
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
駐
車
場

　
　
　
１
７
８
９
㎡
の
購
入
費
）

・
予
備
費
　
　
△
１
４
０
１
万
円

規
約
の
変
更

○
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
規
約 2

月
臨
時
会 

2
月
臨
時
会 

2
月
5
日
 

2
月
臨
時
会
で 

　
　
　
決
ま
っ
た
こ
と 

耐震診断が必要な総合文化会館
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原
子
力
対
策
は
30
　
圏
内
と
同
じ
対
応
を 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

         

　
　
財
産
管
理
費
の
財
務
会
計
回
線
使

用
料
減
額
の
理
由
は
。 

　
　
25
年
度
で
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
化
を
実
施
し
た
た
め
、
財
務

会
計
単
独
で
の
回
線
使
用
料
が
不
要
に

な
っ
た
。

 

　
　
奨
学
金
貸
与
条
例
で
保
証
人
を
１

人
減
と
し
た
理
由
と
他
町
村
の
状
況
は
。

ま
た
、
保
証
人
が
奨
学
金
を
返
済
し
た

例
は
あ
る
か
。 

　
　
県
の
条
例
に
な
ら
っ
て
改
正
し
た
。

他
町
村
で
は
、
連
帯
保
証
人
１
人
、
保

証
人
１
人
の
２
人
の
所
が
多
い
。
連
帯

保
証
人
の
み
２
人
、
保
証
人
の
み
２
人

の
所
も
あ
る
。
保
証
人
が
奨
学
金
を
返

済
し
た
事
例
は
な
い
。

  

　
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
報
酬
が 

総
務
管
理
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。 
　
　
徴
税
費
か
ら
総
務
管
理
費
に
変
更

し
た
も
の
。

　
　
小
学
校
調
理
室
の
ド
ラ
イ
化
工
事

中
、
臨
時
職
員
の
賃
金
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
工
事
期
間
中
の
支
払
い
は
な
い
。

説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
、
３
学
期
に

は
全
員
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
小
学
校
の
介
助
員
が
６
人
か
ら
３

人
に
減
る
が
、
対
応
は
大
丈
夫
か
。

　
　
特
別
支
援
学
級
の
児
童
数
が
減
少

す
る
の
で
、
十
分
に
対
応
で
き
る
。

　
　
二
本
松
の
枝
折
れ
防
止
対
策
は
。 

　
　
昨
年
大
風
で
折
れ
た
支
柱
は
今
年

修
繕
す
る
。

　
　
森
林
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理
を
体

育
館
の
職
員
が
行
う
と
あ
る
が
。 

　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
受
け
付
け
が
主

な
業
務
と
な
る
。
ナ
イ
タ
ー
は
、
ス
イ

ッ
チ
の
位
置
の
変
更
を
依
頼
し
て
い
る
。

土
日
に
つ
い
て
は
、
経
験
者
の
管
理
人

を
シ
ル
バ
ー
に
依
頼
す
る
。

問 

答 

問 答 

主
な
質
疑
事
項 

問 答 問 

問 答 

問 問 答 答 答 

付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
１
案
件
、 

条
例
２
案
件
、
当
初
予
算
１
案 

件
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま 

し
た
。 

3
月
10
日
 

km

25
年
度
補
正
予
算 

条
　
例
　
改
　
正 

26
年
度
当
初
予
算 

無 人 化 す る 森 林 公 園 テ ニ ス コ ー ト



　
　
燕
市
と
の
定
住
自
立
圏
構
想
は
、

将
来
三
条
市
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で

は
。 

　
　
燕
市
と
平
成
27
年
か
ら
５
年
間
で

行
う
も
の
で
、
巡
回
バ
ス
等
取
り
組
め

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
当
初
か
ら
三
条

市
と
組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
利
用
で
検

討
し
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
、
Ｂ
Ｔ
Ｏ

方
式
と
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
の
違
い
は
。 

　
　
所
有
権
が
施
設
建
設
後
に
移
る
か
、

一
定
期
間
の
契
約
終
了
後
に
移
る
か
の

違
い
。

　
　
地
域
防
災
計
画
原
子
力
対
策
編
で

村
は
、
30
　
圏
内
と
同
じ
対
応
と
す
る

と
し
て
き
た
が
、
計
画
で
は
50
　
圏
内

と
し
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
村
備
蓄
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
県
の
計
画
が
50
　
圏
内
に
区
分
さ

れ
て
い
る
た
め
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
県

の
配
備
状
況
を
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
12
歳
未
満
の
児
童
分
に
つ
い
て

村
で
備
蓄
で
き
る
よ
う
県
に
要
望
す
る

べ
き
で
あ
る
。 

　
　
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て
の

考
え
は
。 
　
　
文
科
省
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

平
成
28
年
度
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
、

30
年
に
教
科
化
英
語
な
ど
先
行
実
施
、

　
　
　
　
　
　
　
　
32
年
か
ら
本
格
実

　
　
　
　
　
　
　
　
施
の
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
任
の
英
語
教

　
　
　
　
　
　
　
　
師
の
育
成
、
Ａ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
増
員
確
保
等
課

　
　
　
　
　
　
　
　
題
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
彦
小
学
校 

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
中
等
教
育
学

　
　
　
　
　
　
　
　
校
等
へ
の
進
学
状

　
　
　
　
　
　
　
　
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燕
中
等
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
へ
10
人
、
私

　
　
　
　
　
　
　
　
立
の
中
高
一
貫
校

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
１
人
の
計
11
人

　
　
　
　
　
　
　
　
が
進
学
す
る
。

      

     

　
　
観
光
費
財
源
振
替
１
８
７
万
４
０

０
０
円
の
内
容
は
。 

　
　
駐
車
場
使
用
料
38
万
４
０
０
０
円
、

サ
ミ
ッ
ト
出
店
料
１
９
５
万
円
の
減
額
、

「
町
イ
チ
村
イ
チ
２
０
１
４
」
イ
ベ
ン

ト
出
店
助
成
金
46
万
円
を
差
し
引
き
し

て
、
１
８
７
万
４
０
０
０
円
が
減
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入

れ
た
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
近
隣

市
町
で
は
、
税
率
の
改
定
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
税
率
改
定
は
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
広
域
化
の
今
後
の
見
通
し
は
。 

　
　
現
在
の
医
療
費
の
状
況
で
あ
れ
ば
、

今
の
保
険
税
で
補
え
る
と
考
え
て
い
る
。

広
域
化
は
、
国
が
全
国
の
市
町
村
か
ら

⑨��やひこ議会だより

問 

問 問 

答 

答 

答 

問 答 

答 

主
な
質
疑
事
項 

付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
５
案
件
、 

条
例
改
正
５
案
件
、
当
初
予
算 

７
案
件
は
、
全
会
一
致
で
可
決 

し
ま
し
た
。 

問 答 

答 

問 

問 

問 

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定
は 

厚
生
産
業
常
任
委
員
会 

3
月
11
日
 

km

km

km

25
年
度
補
正
予
算 

付
託
案
件
外 

外 国 語 活 動 の 授 業

要
望 
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実
情
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
大
き
く
進

む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
広
域
化
に
な
り
、
保
険
税
が
急

に
上
が
る
と
負
担
が
大
き
く
な
る
。
段

階
的
に
上
げ
て
ほ
し
い
。 

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
条

例
の
改
正
内
容
は
。 

　
　
現
在
１
６
０
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
が
、
新
年
度
の
新
規
入
会
か
ら
、
弥

彦
村
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
付
け
加

え
た
。

 

　
　
外
出
支
援
用
車
両
は
ど
の
よ
う
な

人
に
支
援
す
る
の
か
。
利
用
頻
度
は
ど

う
か
。 

　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で

交
通
手
段
が
な
く
、
病
院
に
行
く
と
き

介
護
が
必
要
な
方
が
対
象
で
あ
り
、
桜

井
の
里
に
事
業
委
託
し
て
い
る
。
24
年

度
１
５
０
件
、
25
年
度
は
２
月
末
で
、

１
１
１
件
で
あ
る
。

　
　
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
業
務
の
取

り
組
み
内
容
と
委
託
先
は
。 

　
　
福
祉
計
画
は
３
年
ご
と
に
見
直
し

を
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
で
今
の
計

画
が
終
了
す
る
た
め
、
27
年
度
か
ら
の

計
画
を
新
し
く
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

約
４
０
０
人
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
、
各
障
害
者
の
団
体
の

長
か
ら
協
議
し
て

い
た
だ
く
。
業
務

の
委
託
先
は
福
祉

部
門
を
専
門
に
行

っ
て
い
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
で

あ
る
。

　
　
村
道
改
良
測 

量
設
計
等
委
託
料 

が
１
５
０
０
万
円
、 

工
事
請
負
費
が
１ 

億
５
０
５
０
万
円 

の
予
算
で
あ
る
が
、 

ど
こ
の
道
路
か
。

　
　
測
量
設
計
委

託
は
、
井
田
夏
井

線
の
延
伸
と
、
村

道
浅
尾
線
で
あ
る
。

工
事
請
負
費
は
、

道
路
局
社
会
資
本

整
備
交
付
金
事
業

と
し
て
、
村
道
美
山
大
戸
線
、

そ
の
他
は
、
都
市
再
生
整
備

事
業
で
、
弥
彦
上
泉
線
、
麓

一
の
坂
線
、
大
戸
峰
見
線
の

道
路
改
良
工
事
と
弥
彦
中
割

地
内
の
側
溝
改
良
工
事
等
で

あ
る
。

                     

                 

　
　
桜
井
郷
温
泉
、
湯
神
社
温
泉
の
湧

出
量
、
配
管
の
状
態
を
確
認
し
て
い
る

か
。 

　
　
桜
井
郷
温
泉
の
湧
出
量
は
毎
分
６

０
０
ℓ
、
給
湯
量
は
毎
分
４
０
０
ℓ
で

あ
る
。
湯
神
社
温
泉
は
湧
出
量
が
毎
分

４
７
０
ℓ
、
給
湯
量
は
毎
分
２
０
０
ℓ

で
、
今
後
大
き
な
施
設
が
利
用
し
て
も

十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
品

質
管
理
は
年
間
を
通
し
て
専
門
業
者
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
契
約
を
し
て
い
る
。

問 問 問 答 答 

答 問 答 

問 答 

委 員 会　審 査 報 告 委 員 会 　 審 査 報 告 委 員 会 　 審 査 報 告 

条
　
例
　
改
　
正 

26
年
度
当
初
予
算 

美 山 大 戸 線（藤見線）に 着 工

桜 井 郷 温 泉 源 泉 施 設

要
望 

付
託
案
件
外 



       

　 

 

　
　
条
例
改
正
の
詳
細
は
。 

　
　
弥
彦
村
が
主
催
す
る
競
輪
を
他
の

競
輪
場
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

前
橋
競
輪
場
で
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
競
輪
を

開
催
し
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票

で
無
観
客
競
輪
と
な
る
た
め
、
発
売
に

関
係
す
る
経
費
が
大
幅
に
節
減
さ
れ
る
。

 

　
　
備
品
購
入
費
の
中
に「
ヤ
ホ
ー
ル
」

に
映
像
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
経
費
が

含
ま
れ
て
い
る
か
。 

　
　
60
型
程
度
の
テ
レ
ビ
を
設
置
す
る

予
定
。

　
　
事
業
費
と
臨
時
場
外
開
設
事
業
費

の
両
方
に
競
輪
場
周
辺
対
策
協
議
会
負

担
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違

い
は
。 

　
　
事
業
費
分
は
弥
彦
競
輪
開
催
の
分

で
、
臨
時
場
外
開
設
事
業
費
分
は
臨
時

場
外
を
開
設
す
る

分
で
あ
る
。

　
　
臨
時
場
外
開 

設
地
元
交
付
金
の 

内
容
は
。 
　
　
全
国
の
サ
テ

ラ
イ
ト
場
が
弥
彦

競
輪
の
場
外
発
売

を
し
た
と
き
地
元

自
治
体
に
支
払
う

交
付
金
で
あ
る
。

　
　
寛
仁
親
王
牌 

特
別
広
告
料
の
内 

容
は
。 

　
　
主
な
も
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の

開
催
告
知
及
び
記

事
拡
充
、
地
元
民

放
局
の
ス
ポ
ッ
ト

広
告
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
地
元

新
聞
の
開
催
告
知
等
。

　
　
新
し
い
競
艇
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が 

                   

放
映
さ
れ
て
い
る
が
、
競
輪
は
ど
う
か
。 

　
　
全
輪
協
で
は
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
若
い
モ
デ
ル
を
起
用
し
た
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
現
在
制
作
中
で
あ
り
、
Ｊ
Ｋ

Ａ
で
は
、
中
高
年
の
夫
婦
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
制
作
予
定

で
あ
る
。

　
　
若
い
世
代
や
観
光
客
に
競
輪
場
へ

足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
看
板
の
設

置
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。 

　
　
競
輪
場
の
場
所
が
わ
か
る
看
板
等

を
設
置
す
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
来

年
度
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

⑪��やひこ議会だより

問 

問 問 答 答 答 

問 答 答 

主
な
質
疑
事
項 

付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
１
案
件
、 

条
例
改
正
１
案
件
、
当
初
予
算 

１
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し 

ま
し
た
。 

問 

答 答 

問 

問 

平成27年7月17日～20日 
第24回寛仁親王牌 世界選手権記念トーナメントＧⅠ 
の開催が決定しました。 

※

付
託
案
件
外 

※

新

規

フ

ァ

ン

の

開

拓

を 

3
月
6
日 

競
輪
特
別
委
員
会 

常 任 委 員 会 ・ 特 別  常 任 委 員 会 ・ 特 別  常 任 委 員 会 ・ 特 別  

条
　
例
　
改
　
正 

26
年
度
当
初
予
算 

親 王 牌 競 輪 開 催 決 定

※�

一
口
メ
モ

全
輪
協
＝
全
国
競
輪
施
行
者
協

議
会
の
略
称
。
競
輪
を
主
催
す

る
地
方
公
共
団
体
（
競
輪
施
行

者
）
を
会
員
と
す
る
団
体
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
＝
旧
、
日
本
自
転
車
振

興
会
。
競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー
ス

の
収
益
を
公
益
法
人
な
ど
に
交

付
す
る
。
レ
ー
ス
の
審
判
、
選

手
の
登
録
・
あ
っ
せ
ん
な
ど
も

行
う
。



   

弥
生
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
、
今
年

も
湯
か
け
ま
つ
り
は
大
勢
の
お
客

さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
ね
。

ギ
カ
イ
君
　
桜
も
満
開
で
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

                 

      

弥
生
　
桜
ま
つ
り
は
今
年
が
２
回 

目
で
し
た
が
。 

ギ
カ
イ
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が 

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
し
、
屋 
台
コ
ー
ナ
ー
に
は
行
列
が
で
き
て 

い
ま
し
た
。 

弥
生
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
解
体

工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
。

ギ
カ
イ
　
７
月
中
に
は
終
了
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

弥
生
　
先
日
新
聞
に
、
ホ
テ
ル
跡

地
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
活
用
し
て
健

康
増
進
施
設
が
で
き
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
載
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
っ
て
何
で
す
か
。

ギ
カ
イ
　
い
き
な
り
難
し
い
質
問

で
す
ね
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
「
Ｐ
」
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

「
Ｆ
」
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
「
Ｉ

」

を
採
っ
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
呼
び
ま
す
が
、

民
間
の
資
金
・
経
営
能
力
・
技
術

を
活
用
し
て
行
う
社
会
資
本
整
備

の
新
し
い
手
法
の
一
つ
で
す
。

弥
生
　
公
設
民
営
と
は
違
う
ん
で

す
か
。

ギ
カ
イ
　
公
設
民
営
は
、
行
政
が

施
設
を
作
っ
て
、
そ
の
管
理
・
運

営
を
民
間
で
行
う
や
り
方
で
す
が
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
、
施
設
の
設
計
か

ら
、
建
設
・
管
理
・
運
営
ま
で
を

一
つ
の
事
業
者
が
一
括
し
て
行
い

ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を 

　
　
活
用
し
て
健
康
増
進
施
設
を

　
　
活
用
し
て
健
康
増
進
施
設
を 

やひこ議会だより��⑫

こんにちは こんにちは 

弥生です 弥生です 弥生です 

観 光 客 も 大 勢 参 加 し た 湯 か け ま つ り

Private（プライベート）
　　　　　　　　　：民間の

Finance（ファイナンス）
　　　　　　　　　：資金調達

Initiative（イニシアチブ）
　　　　　　　　　：主導

直訳すると、「民間資金主導」

平成12年からＰＦＩ法に基づき
導入された手法。

※

※�一口メモ

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を 

　
　
活
用
し
て
健
康
増
進
施
設
を 
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を 

　
　
活
用
し
て
健
康
増
進
施
設
を 
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弥
生
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
施
設

は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
か
。

ギ
カ
イ
　
県
内
の
事
例
と
し
て
は
、

新
潟
県
が
５
件
、
新
潟
市
と
長
岡

市
が
そ
れ
ぞ
れ
２
件
ず
つ
、
計
９

件
で
す
。

　
最
近
で
は
、
新
潟
市
中
央
区
に

で
き
た
ス
ケ
ー
ト
場
、
新
潟
ア
サ

ヒ
ア
レ
ッ
ク
ス
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
作
ら
れ
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

弥
生
　
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
と
か
Ｂ
Ｏ
Ｔ

方
式
と
か
い
う
言
葉
も
載
っ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
が
。 

ギ
カ
イ
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
方
式
は
、

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代

表
的
な
方
式
で
、
「
Ｂ
」
は
ビ
ル

ド
＝
建
設
、
「
Ｔ
」
は
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
＝
所
有
権
移
転
、
「
Ｏ
」

は
オ
ペ
レ
ー
ト
＝
運
営
の
頭
文
字

で
す
。

　
Ｂ
Ｔ
Ｏ
は
、
民
間
事
業
者
が
施

設
を
建
設
（
Ｂ
）
し
、
そ
の
所
有

権
を
行
政
に
移
転
（
Ｔ
）
し
た
上

で
、
運
営
（
Ｏ
）
す
る
方
式
で
す
。

　
Ｂ
Ｏ
Ｔ
は
、
施
設
を
建
設
（
Ｂ
）

し
、
運
営
（
Ｏ
）
を
行
い
、
契
約

期
間
が
終
わ
っ
た
ら
、
所
有
権
を

移
転
（
Ｔ
）
す
る
方
式
で
す
。

弥
生
　
所
有
権
移
転
の
時
期
が
違

う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ギ
カ
イ
　
は
い
。
そ
の
他
に
は
、

Ｂ
Ｏ
Ｏ
や
Ｒ
Ｏ
と
い
っ
た
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
行
う
事

業
は
先
ほ
ど
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ

が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
て
、

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

弥
生
　
な
ん
だ
か
英
語
ば
っ
か
り

で
分
か
り
に
く
い
で
す
ね
。

ギ
カ
イ
　
そ
う
な
ん
で
す
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
事
業
を
行
う
場
合
は
、
Ｓ
Ｐ

Ｃ
や
Ｖ
Ｆ
Ｍ
と
い
っ
た
用
語
が
ま

だ
ま
だ
出
て
き
ま
す
が
、
公
共
施

設
整
備
の
財
政
負
担
を
長
期
間
に

分
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

有
効
な
手
段
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

弥
生
　
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
こ

と
で
す
ね
。
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
楽
し
み
で
す
ね
。

ギ
カ
イ
　
ま
た
具
体
的
な
こ
と
が

決
ま
っ
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

弥
生
　
い
よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度

の
目
玉
事
業
は
何
で
す
か
。

ギ
カ
イ
　
一
番
大
き
な
工
事
は
、

弥
彦
小
学
校
給
食
調
理
室
の
ド
ラ 

イ
化
改
修
工
事
で
す
。

　
小
学
校
の
給
食
調
理
室
は
、
昭

和
46
年
に
建
設
さ
れ
て
以
来
ウ
エ

ッ
ト
方
式
で
し
た
が
、
床
が
常
に

濡
れ
た
状
態
に
な
る
た
め
高
温
多

湿
に
な
り
や
す
く
、
細
菌
や
カ
ビ

等
の
繁
殖
の
原
因
と
な
る
た
め
、

早
期
の
改
修
が
要
望
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
、
１
億
３
９
０
０

万
円
の
予
算
が
付
き
、
夏
休
み
か

ら
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

弥
生
　
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
の
開

催
が
決
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
。

ギ
カ
イ
　
は
い
。
国
際
ご
当
地
グ 

ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
が
10
月
４
日
・

５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
地

負
担
金
と
し
て
６
０
０
万
円
が
予

算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で

６
万
５
０
０
０
人
以
上
の
人
出
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
全 

国
門
前
町
特
産
品
サ
ミ
ッ
ト
も
菊

ま
つ
り
の
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

弥
生
　
Ｇ
Ⅰ
の
寛
仁
親
王
牌
競
輪

も
開
催
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

ギ
カ
イ
　
今
年
は
、
７
月
18
日
か

ら
21
日
ま
で
で
す
。
４
年
連
続
の

開
催
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
27
年

も
弥
彦
競
輪
場
で
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

弥
生
　
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
ね
。
今
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

解 体 工 事 が 進 む グ ラ ン ド ホ テ ル

今
年
度
の
目
玉
事
業
は 
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一 般 質 問 

昨 年 １２ 月 に 行 わ れ た 歳 末 訪 問

3月5日 

　
　
　
　
　
質
問
　
新
聞
や
テ
レ

　
　
　
　
　
ビ
で
孤
独
死
と
い
う

　
　
　
　
　
話
を
た
び
た
び
耳
に

　
　
　
　
　
し
、
先
般
孤
独
死
と

　
　
　
　
　
い
う
事
案
を
体
験
し
、

　
　
　
　
　
驚
き
と
悲
し
み
に
包

　
　
　
　
　
ま
れ
た
。
弥
彦
村
に

　
　
　
　
　
お
け
る
高
齢
者
福
祉

　
　
　
　
　
の
課
題
は
多
く
あ
る

　
　
　
　
　
と
思
う
が
、
孤
独
死

　
　
　
　
　
を
無
く
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
で
き
な
い
か
と
思
う
。

　
死
は
本
人
や
家
族
間
で
考
え
る

も
の
で
、
他
人
が
介
入
す
る
こ
と

は
無
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け

「
孤
独
死
」
が
増
え
て
く
る
と
、

死
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
で
は

な
く
、
社
会
全
体
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
弥
彦
村
で
は
孤
独
死
防
止
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
や
指
導
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

村
長
　
高
齢
単
身
世
帯
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
後
も

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
家
族
や
親
戚
と
の
関
係
が
疎

遠
に
な
り
、
近
所
と
の
つ
き
合
い

も
少
な
く
な
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　
村
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
、
緊
急
時
や
不

安
な
と
き
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
警
備

会
社
に
つ
な
が
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
夕
食
弁
当
を
届
け
る
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
自
宅
で
の
急
病
や
災
害
時

な
ど
万
一
の
事
態
に
備
え
、
救
急

医
療
活
動
に
活
用
す
る
た
め
の
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
を
行

っ
て
い
る
。
昨
年
度
９
月
と
２
月

は
、
高
齢
者
見
守
り
月
間
と
し
て
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
の
ぼ
り

旗
の
設
置
、
敬
老
の
集
い
対
象
者

の
方
に
、
安
否
情
報
の
確
認
も
兼

ね
て
、
記
念
品
を
自
宅
に
届
け
た
。

12
月
の
暮
れ
に
は
、
交
通
安
全
協

会
、
防
犯
協
会
、
民
生
委
員
合
同

で
の
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
へ
の

歳
末
訪
問
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
弥
彦
村
で
の
孤
独
死
防
止

の
取
り
組
み
は
、
な
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
が
、
悲
し
い
孤
独
死
が

最
近
２
件
も
発
生
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
見
守
り
体
制
を
充
実
さ
せ

る
に
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
使
用
状
況
や
人
感
セ
ン
サ
ー

で
人
の
動
き
を
検
知
し
て
活
動
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
方
式
、

携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用

す
る
な
ど
の
方
法
も
あ
る
。

　
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
中
高

齢
者
に
も
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
新
聞
配
達
員
、
牛
乳

配
達
等
の
食
品
飲
料
の
配
達
員
、

宅
配
業
者
な
ど
に
協
力
依
頼
を
行

い
孤
独
死
防
止
の
た
め
の
協
定
を

結
ぶ
な
ど
の
体
制
づ
く
り
は
ど
の

よ
う
に
思
う
か
。

村
長
　
高
齢
者
の
単
身
世
帯
ば
か

り
で
な
く
、
50
代
、
60
代
で
も
、

体
の
不
自
由
な
方
も
い
る
。
も
う

一
度
、
村
の
単
身
世
帯
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
、
年
齢
構
成
等
も
含
め
、

体
の
状
況
も
把
握
し
な
が
ら
、
一

番
適
切
な
見
守
り
体
制
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
、
き
め
細
か
く
、

も
う
一
度
精
査
を
行
い
、
対
応
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

孤独死防止の取り組みは 

単身世帯の状況を精査し、一番適切な 
　見守り体制を考えて行きたい 

村長＝ 
安 達 丈 夫 議員 
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一 般 質 問 

「災害時相互応援協定」早急締結を 

　
　
　
　
　
質
問
　
東
日
本
大
震

　
　
　
　
　
災
の
よ
う
な
大
規
模

　
　
　
　
　
な
災
害
が
発
生
し
た

　
　
　
　
　
場
合
、
公
共
施
設
の

　
　
　
　
　
損
壊
や
災
害
に
対
応

　
　
　
　
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
い
自
治
体
職
員
自
身

　
　
　
　
　
の
負
傷
な
ど
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
救
援
業
務
に
大
き
な

支
障
を
来
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
原
発
事
故
で
県
外
へ
の
避

難
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
の

確
保
や
、
よ
り
広
域
的
な
避
難
場

所
と
人
員
確
保
の
た
め
、
自
治
体

間
や
民
間
企
業
と
の
間
で
災
害
時

相
互
応
援
協
定
の
締
結
を
早
急
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
弥
彦
村
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

村
長
　
現
在
、
新
潟
市
、
長
岡
市
、

燕
市
を
含
む
11
市
町
と
備
蓄
品
の

提
供
や
職
員
派
遣
の
相
互
援
助
が

で
き
る
よ
う
に
、
災
害
時
に
お
け

る
近
隣
市
町
村
相
互
援
助
協
定
を

結
ん
で
い
る
。

　
民
間
で
は
、
災
害
時
の
応
援
業

務
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
、
公
共

土
木
施
設
等
の
被
害
状
況
調
査
、

復
旧
協
力
に
つ
い
て
は
、
社
団
法

人
新
潟
県
測
量
設
計
業
協
会
と
、

ま
た
、
社
団
法
人
新
潟
県
農
業
土

木
協
会
と
は
、
農
地
、
農
業
施
設

の
被
害
調
査
・
復
旧
の
た
め
の
測

量
、
設
計
業
務
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
。

　
物
資
供
給
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ

О
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ

ー
と
日
用
品
や
衣
類
な
ど
の
供
給

で
災
害
時
支
援
協
定
を
締
結
し
、

飲
料
水
の
供
給
で
は
ダ
イ
ド
ー
ド

リ
ン
コ
株
式
会
社
と
、
株
式
会
社

伊
藤
園
と
も
協
定
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
事

故
な
ど
に
よ
り
、
県
外
に
避
難
す

る
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
、
県
外

避
難
が
で
き
る
よ
う
に
相
互
応
援

協
定
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
医
療
や
介
護
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
と
協
定
を
交
わ
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長
　
で
き
る
だ
け
早
く
、
い
ろ

い
ろ
な
面
を
考
え
て
、
安
心
で
き

る
よ
う
な
協
定
を
結
ん
で
い
き
た

い
。

質
問
　
協
定
を
締
結
す
る
避
難
先

の
選
定
条
件
と
し
て
は
、
何
が
重

要
と
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
避
難
先
は
、
複
数
個
所

を
選
定
す
べ
き
と
思
う
が
。

村
長
　
避
難
生
活
が
長
期
間
に
わ

た
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
集
落
単
位
で
の
生
活
が

確
保
で
き
る
避
難
先
を
視
野
に
、

今
後
複
数
の
自
治
体
と
協
定
を
結

ん
で
い
き
た
い
。

　
門
前
町
サ
ミ
ッ
ト
開
催
で
、
相

互
理
解
の
進
ん
で
い
る
柳
津
町
が
、

第
一
候
補
と
考
え
る
。
早
急
に
柳

津
町
長
と
協
議
し
た
い
。

村長＝柳津町に働きかけたい 

災 害 時 対 応 の 自 動 販 売 機

阿 部 正 秀 議員 
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質
問
　
旧
弥
彦
グ
ラ

　
　
　
　
　
ン
ド
ホ
テ
ル
跡
地
に

　
　
　
　
　
誘
致
す
る
観
光
地
弥

　
　
　
　
　
彦
の
新
た
な
核
と
な

　
　
　
　
　
る
、
湯
神
社
温
泉
の

　
　
　
　
　
湯
を
使
用
し
た
健
康

　
　
　
　
　
増
進
施
設
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
民
間
企
業
の
活
力
、

　
　
　
　
　
資
金
を
最
大
限
に
活

　
　
　
　
　
用
し
な
が
ら
、
村
に

　
　
　
　
　
大
き
な
負
担
が
か
か

　
　
　
　
　
ら
な
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

を
導
入
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
有
力
な
企
業

が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
れ
ば
大

変
実
現
性
の
高
い
構
想
と
考
え
る
。

　
こ
の
施
設
に
新
た
に
ど
の
程
度

の
集
客
を
見
込
み
、
車
の
乗
り
入

れ
数
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
そ

れ
に
対
応
す
る
駐
車
場
の
整
備
は

ど
う
す
る
か
、
現
状
で
足
り
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
施
設
が
引
き
金

と
な
り
、
新
た
な
観
光
客
が
増
え

た
場
合
に
備
え
、
駅
前
か
ら
神
社

ま
で
の
動
線
、
足
休
め
の
休
憩
設

備
や
食
堂
、
土
産
店
等
々
の
配
置

の
み
で
な
く
、
バ
イ
パ
ス
沿
い
の

駐
車
場
か
ら
駅
前
や
大
門
町
へ
の

動
線
を
作
る
べ
く
道
筋
の
開
設
や
、

町
内
の
古
い
道
筋
を
整
備
し
て
散

策
路
の
開
設
な
ど
、
き
め
細
か
な

施
策
も
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
懸
案
に
な
っ
て
い
る

駅
前
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
顧
問
弁
護
士
に
よ
り
廃
墟

化
し
た
観
光
ホ
テ
ル
の
処
理
を
解

決
し
、
駅
前
地
区
の
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
が
、
前
述
の
新
し
い
事

業
に
入
る
た
め
に
急
務
と
考
え
る

が
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

村
長
　
旧
弥
彦
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

跡
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
に
入
り
早
々
に
可
能
性
調
査
に

入
る
の
で
、
そ
の
結
果
に
よ
り
施

設
の
内
容
、
規
模
等
に
つ
い
て
検

討
が
始
ま
り
、
対
応
す
る
付
帯
施

設
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
課
題
と

し
て
鋭
意
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
　
駅
前
か
ら
神
社
、
競
輪
場
周
辺

の
駐
車
場
か
ら
ヤ
ホ
ー
ル
や
駅
前
、

公
園
等
へ
の
動
線
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
て
い
る
。
10
月
４
、
５

日
に
開
催
さ
れ
る
国
際
ご
当
地
グ

ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
控
え
て
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載
し
て

あ
る
が
、
従
来
か
ら
の
古
道
に
も

名
称
は
つ
い
て
お
り
、
そ
の
認
知

度
は
高
い
と
は
言
い
が
た
く
、
こ

れ
か
ら
案
内
看
板
等
の
整
備
に
つ

い
て
鋭
意
進
め
た
い
。

　
駅
前
の
再
開
発
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
顧
問
弁
護
士
を
採
用

し
て
、
今
ま
で
何
十
年
に
も
わ
た

っ
て
未
解
決
の
難
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
だ
少
し
時
間
が

か
か
る
が
、
な
る
べ
く
早
く
処
理

す
る
。

質
問
　
新
た
に
取
り
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
方
式
で
３
年
か
ら
５
年

と
い
う
期
間
が
か
か
る
の
で
あ
れ

ば
、
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
村

と
し
て
全
体
像
を
き
っ
ち
り
と
立

て
、
そ
れ
に
基
づ
き
出
来
る
こ
と

を
ど
ん
ど
ん
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

村
長
　
そ
れ
ら
も
含
め
て
一
体
的

に
進
め
た
い
。

3月5日 

武 石 雅 之 議員 

新施設誘致には駅前も 
　　　　含めた周辺整備が急務 

付帯施設の整備を一体的に進めたい 村長＝ 

古 道 の 名 称 を 標 し た 石 柱



3月5日 
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一 般 質 問 

観 光 部 門 の 独 立 を  

 

　
　
　
　
　
質
問
　
弥
彦
観
光
の

　
　
　
　
　
１
０
０
年
の
大
計
と

　
　
　
　
　
し
て
、
弥
彦
公
園
と

　
　
　
　
　
そ
の
周
辺
の
整
備
、

　
　
　
　
　
体
育
館
解
体
後
の
ヤ

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
・
観
光
案
内

　
　
　
　
　
所
の
建
設
、
駐
車
場

　
　
　
　
　
の
整
備
な
ど
、
大
き

　
　
　
　
　
く
様
変
わ
り
し
た
。

　
　
　
　
　
　
新
た
に
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
の
跡
地
取
得

　
　
　
　
　
後
の
取
り
組
み
、
今

年
の
観
光
の
目
玉
事
業
と
し
て
開

催
が
決
定
し
て
い
る
全
国
ご
当
地

グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
取
り
組

み
、
弥
彦
神
社
ご
遷
座
１
０
０
年

祭
に
伴
う
奉
祝
協
賛
事
業
へ
の
取

り
組
み
、
ま
た
、
従
来
の
湯
か
け

ま
つ
り
、
燈
籠
ま
つ
り
、
菊
ま
つ

り
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
全
国
門
前

町
特
産
品
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
、

観
光
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
の
状
態
で
あ
る
。

　
農
業
関
係
で
は
、
コ
メ
政
策
の

大
転
換
で
、
直
接
支
払
い
交
付
金

の
見
直
し
、
日
本
型
直
接
支
払
い

制
度
の
創
設
、
水
田
フ
ル
活
用
地

域
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
、
新
た

に
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
取
り

組
み
、
加
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
問
題

な
ど
、
観
光
、
農
業
い
ず
れ
も
３

年
か
ら
５
年
後
を
見
通
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
思
う
。

　
観
光
と
農
業
部
門
を
分
離
し
、

さ
ら
に
充
実
し
た
体
制
に
す
べ
き

と
提
案
す
る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長
　
弥
彦
村
の
行
政
組
織
は
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
９

課
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
村
の
観
光
は
通
年
観
光
と
は

い
か
ず
、
繁
忙
期
と
閑
散
期
の
格

差
が
大
き
く
、
職
員
の
配
置
が
難

し
い
。
観
光
を
独
立
と
の
意
見
は

以
前
か
ら
あ
る
。
弥
彦
村
で
は
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
全
職

員
が
協
力
し
て
業
務
を
遂
行
し
て

き
た
。

　
今
す
ぐ
分
離
と
は
い
か
な
い
が
、

今
後
の
観
光
業
界
・
農
業
関
係
を

考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
十
分
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

 

質
問
　
27
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

新
支
援
制
度
へ
の
準
備
と
現
状
は
。

村
長
　
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
、
約
３
５
０
世
帯

を
対
象
に
ニ
ー
ズ
・
意
識
調
査
を

実
施
、
新
年
度
に
弥
彦
村
子
育
て

会
議
を
組
織
し
、
新
制
度
に
向
け

た
計
画
書
の
策
定
作
業
を
予
定
。

　
教
育
委
員
会
で
は
村
単
独
で
ス

ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ

ー
を
雇
用
し
、
子
育
て
に
対
す
る

悩
み
、
児
童
・
生
徒
の
不
登
校
等

の
相
談
業
務
の
ほ
か
、
関
係
機
関
、

医
療
機
関
を
含
め
、
小
・
中
学
校

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施
、

小
学
校
の
言
葉
の
教
室
を
活
用
し
、

保
護
者
と
の
相
談
、
幼
児
に
発
音

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
第
２
次
弥
彦
村
教

育
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
な

る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

教
育
長
　
今
後
、
保
育
園
の
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、
第
３
子
以

降
の
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
、
段

階
的
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

今後の課題としたい 村長＝ 
志 田 　 武 議員 

昨 年 の 国 際 ご 当 地 グ ル メ グ ラ ン プ リ

子
ど
も
・
子
育
て
新
支
援
制
度 
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一 般 質 問 

地域コミュニティの再生を  

コミュニティ助成事業 
　　　　　を活用してほしい 

村長＝  

　
　
　
　
　
質
問
　
家
庭
生
活
で

　
　
　
　
　
最
も
身
近
な
地
域
コ

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状

　
　
　
　
　
は
、
地
域
性
、
住
民

　
　
　
　
　
の
意
識
、
世
代
間
の

　
　
　
　
　
価
値
観
な
ど
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
ま
な
現
状
と
問
題
が

　
　
　
　
　
存
在
し
て
い
る
。

　
地
域
活
動
の
衰
退
は
、
環
境
の

劣
化
、
地
域
文
化
の
衰
退
を
招
き
、

地
域
に
住
民
を
引
き
と
め
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
る
。
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
の
た
め
、
具
体
的
方
策
を
講

ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
伝

統
的
に
自
治
会
、
婦
人
会
な
ど
地

縁
団
体
が
主
で
、
行
政
と
の
連
絡
、

道
路
の
補
修
、
予
防
な
ど
行
政
補

完
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
一
番
身
近

な
世
代
間
交
流
の
場
と
も
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
地
縁
性
も
希
薄

化
し
、
無
関
心
派
や
人
と
の
つ
な

が
り
を
好
ま
な
い
方
も
少
な
く
な

く
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

輪
を
か
け
、
徐
々
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
現
状
と
認
識
し
て

い
る
。

　
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
が
あ
る
。
平
成
23
年
、
弥
彦
山

太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
の
更
新
、
峰

見
地
区
が
地
域
活
動
に
使
用
す
る

テ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど
整
備
を

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
は
矢
作
里
神
楽
保

存
会
お
よ
び
大
字
矢
作
地
区
が
申

請
を
行
い
、
現
在
事
業
採
択
の
結

果
を
待
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
の
皆
様

か
ら
声
を
上
げ
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
本
制
度
の
活
用
を
検
討
願

い
た
い
。

3月5日 

本 多 隆 峰 議員 

弥 彦 山 太 鼓 を 更 新 （ 燈 籠 ま つ り 前 夜 祭 ）

助成事業を申請中の矢作里神楽



3月5日 
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一 般 質 問 

街路灯のＬＥＤ化推進を 

Ｌ Ｅ Ｄ 化 が 進 む 街 路 灯 （ 右 下 は 従 来 の も の ）

 

　
　
　
　
　
質
問
　
昨
年
、
電
力

　
　
　
　
　
各
社
は
電
気
料
金
の

　
　
　
　
　
値
上
げ
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　
　
東
北
電
力
で
は
一
般

　
　
　
　
　
家
庭
で
８
％
、
事
業

　
　
　
　
　
所
関
係
で
15
％
の
値

　
　
　
　
　
上
げ
が
実
施
さ
れ
た

　
　
　
　
　
が
、
円
安
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
や
原
油
価
格

　
　
　
　
　
が
高
騰
し
、
再
度
電

気
料
金
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

が
８
％
に
な
る
こ
と
で
村
内
各
施

設
の
電
気
料
金
が
増
額
予
算
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
各
施
設
の
電
気

料
金
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
、
今
後
の
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
含
め
た
電
力
全
体
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

村
長
　
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
昨

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

村
内
全
体
の
値
上
げ
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
は
、
10
月
分
か
ら
１
月

分
ま
で
２
９
０
万
円
、
率
に
し
て

対
前
年
比
８
・
８
％
上
昇
し
て
お

り
、
新
年
度
予
算
で
７
０
０
万
円

を
増
額
計
上
し
た
。

　
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
周
辺
自

治
体
で
大
規
模
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
設
置
に
よ
る
太
陽
光
発
電
の
事

例
も
あ
る
が
、
本
村
で
は
用
地
の

確
保
が
難
し
い
。

　
庁
舎
駐
車
場
の
一
角
に
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
付
き
街
灯
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

質
問
　
街
路
灯
は
イ
ン
フ
ラ
事
業

と
し
て
村
内
各
地
に
約
１
４
０
０

灯
設
置
済
み
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
を
導
入
し
、
地
域
の
安
全
、

安
心
の
た
め
管
理
を
一
元
化
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
村
内
の
街
路
灯
は
、

村
が
８
２
０
灯
、
集
落
が
４
１
０

灯
、
街
路
灯
組
合
が
１
１
２
灯
、

県
が
70
灯
を
管
理
し
て
い
る
た
め
、

全
て
を
村
が
一
括
管
理
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
つ

い
て
は
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
実

施
の
可
否
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査

す
る
。

質
問
　
街
路
灯
は
防
犯
上
明
る
さ

が
必
要
で
あ
り
、
維
持
管
理
も
楽

な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
年
次
計
画
で
更
新
で

き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
平
成
24
年
度
か
ら
村

管
理
の
街
路
灯
は
約
40
基
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
取
り
替
え
て
い
る
。
今
後
も
計

画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
導
入
を
す
る
。

計画的な取り替えを検討する 村長＝ 
小 熊 　 正 議員 

※

※�

一
口
メ
モ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

E
n
e
rg
y
�
S
e
rv
ice
�
C
o
m
p
a
n
y（

エ

ナ
ジ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
）
事
業
の
略
。
建
物
な
ど

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
（
診
断
・
設

計
・
施
工
・
保
守
・
管
理
な
ど

）
を
事
業
者
が
提
供
し
、
顧
客

は
省
エ
ネ
に
よ
る
経
費
節
減
分

か
ら
導
入
経
費
を
支
払
う
方
式
。
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４
月
か
ら
消
費
税
が
17
年
ぶ
り
の
増
税

で
８
％
と
な
り
、
３
月
は
家
電
製
品
や
食

料
品
の
駆
け
込
み
購
入
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　
全
国
電
話
世
論
調
査
で
は
、
増
税
後
の

経
済
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
回
答
が

（
あ
る
程
度
を
含
め
）
76
％
に
上
が
っ
た

と
あ
り
ま
し
た
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
物
価

の
値
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま

す
暮
ら
し
難
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
ん
な
中
、
安
倍
政
権
の
経
済
対
策
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
共
同
通
信
社

の
調
査
に
よ
る
と
２
０
１
５
年
度
新
卒
採

用
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
２
０
１
４

年
度
実
績
よ
り
23
％
増
で
、
就
職
戦
線
に

明
る
い
兆
し
が
あ
る
と
報
道
し
て
い
る
が
、

地
方
経
済
も
早
く
景
気
回
復
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
対
策
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
）

　
３
月
17
日
〜
18
日
、
石
川
県
珠
洲
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
珠
洲
市
は
能
登
半
島
最
先
端
に
位
置
し
、
人
口
約
１
万
６

５
０
０
人
、
面
積
２
４
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
過
疎
と

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
の
活
性
化
や
小
中
一
貫
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
初
日
は
、
珠
洲
市
役
所
で
、
泉
谷
珠
洲
市
長
、
上
野
議
会

議
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
本
間
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
表
教
育
委
員
会
事
務
局
長
よ
り
、
珠
洲
市
の
学
校

教
育
全
般
の
説
明
を
受
け
「
英
語
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
研
修
し
、
続
い
て
作
田
参
事
よ
り
、
市
立
宝
立
（
ほ
う

り
ゅ
う
）
小
中
学
校
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
や

「
き
ら
り
英
語
科
」「
ふ
る
さ
と
珠
洲
科
」
等
、
特
徴
あ
る

教
育
課
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
道
の
駅
「
狼
煙
（
の
ろ
し
）
」
を
視
察
し
、

産
業
振
興
課
、
西
谷
内
係
長
と
新
弘
之
駅
長
か
ら
「
道
の
駅

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
狼
煙
地
区
は
、
91
世
帯
、
２
１
７
人
の
集
落
で
、
そ
の
う

ち
87
件
が
出
資
す
る
「
株
式
会
社
の
ろ
し
（
代
表
取
締
役
、

新
弘
之
駅
長
）
」
を
設
立
し
、
幻
の
「
大
浜
大
豆
」
を
使
用

し
た
豆
腐
づ
く
り
等
の
体
験
と
地
域
農
産
物
や
加
工
商
品
の

販
売
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年

度
の
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰
団
体
と
し
て
、

総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
豆
腐
づ
く
り
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
有
意
義
な

２
日
間
の
研
修
視
察
で
し
た
。

発
行
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者
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田
　
武

　
　
　
　
　
　
小
熊
　
正
　
安
達
丈
夫

　
　
　
　
　
　
小
森
順
一

印
刷
所
　
弥
彦
村
　
イ
ナ
バ
印
刷

道の駅「狼煙」での研修

す�

ず

お
も
て

総
務
文
教
・
厚
生
産
業
常
任
委
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会 
総
務
文
教
・
厚
生
産
業
常
任
委
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